
六
十
一
巻

河
内
名
所
図
会
を
歩
く
⑫ 

～
十
三
街
道
の
道
標
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高
安
山
麓
に
は
、
大
正
時
代
に
建

て
ら
れ
た
「
四
千
年
前
穴け

っ

居き
ょ

跡あ
と

」
と

刻
ま
れ
た
２
つ
の
道
標
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
高
安
山
麓
に
数
多

く
分
布
す
る
古
墳
時
代
後
期
（
千
四

百
年
前
）
の
横
穴
式
石
室
の
古
墳
（
千

塚
）
を
、
遠
い
昔
四
千
年
前
の
洞
穴

の
住
居
と
人
々
が
考
え
た
も
の
で
す
。

　

道
標
が
示
す
穴
居
跡
と
は
、
府
下

最
大
級
の
横
穴
式
石
室
を
有
す
る

愛あ
た
ご宕

塚づ
か

古
墳
で
す
。
愛
宕
塚
古
墳
は
、

旧
神
立
村
西
端
の
十
三
街
道
が
北
に

曲
が
る
四
つ
辻
の
す
ぐ
南
西
に
位
置

し
ま
す
。
二
つ
の
道
標
の
内
、
大
竹

観
音
堂
前
の
道
標
は
、
十
三
街
道
を

通
る
人
た
ち
の
穴
居
跡
へ
の
案
内
で

し
た
。
一
方
、松
の
馬
場
に
あ
る
道
標

は
、
東
高
野
街
道
か
ら
玉た

ま
の
お
や祖

神
社
の

参
道
を
経
て
案
内
す
る
も
の
で
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
で
も
、
代
表
的
な
穴

居
跡
が
見
学
で
き
る
観
光
地
の
一
つ

と
し
て
、
玉
祖
神
社
の
そ
ば
の
梅
林

と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
暗

い
石
室
内
に
灯
り
が
と
も
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
道
標
は
、
横
穴
式
石
室

を
穴
居
跡
と
し
た
戦
前
の
高
安
山
麓

の
観
光
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
道
標
で
す
。
大
正
十
三
年（
１

９
２
４
年
）
の
大
阪
電
気
軌
道
が
八

尾
駅
（
現
在
の
近
鉄
八
尾
駅
）
に
延

伸
す
る
こ
ろ
に
は
、
横
穴
式
石
室
は

古
墳
の
埋
葬
施
設
と
し
て
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
愛
宕
塚
古
墳
は
府
指
定
史

跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。
石
室
内
の
発

掘
調
査
で
、
き
ら
び
や
か
な
馬
具
や

大
刀
、
た
く
さ
ん
の
須
恵
器
な
ど
の

副
葬
品
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

も
府
指
定
文
化
財
で
す
。
古
墳
の
被

葬
者
に
は
、
古
墳
時
代
の
有
力
氏
族

で
あ
っ
た
物
部
氏
と
の
関
連
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。（
つ
づ
く
）
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